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（２）学校質問紙調査 

 

 

 

 

 

〈学校質問紙調査と教科の結果〉 

 【小学校】  【中学校】 

 
領域名 対応する質問番号 成果と課題 

教科指導  

個に応じた 

指導 

小 35、36 

中 34、35 

◇小学校理科において、「好奇心や意欲を喚
起する工夫」「科学的な体験・自然体験を
する授業」を行った割合は全国よりやや
高い。 

◇中学校理科において、「観察や実験結果の
分析・解釈」「レポートの作成方法」の指
導を行った割合が全国よりやや高い。 

◆小中学校ともに「算数・数学の習熟度別
の少人数指導」は、全国より低い。 

算 数 ・ 数 学 科

の指導方法 

小 37～40 

中 36～39 

理科の指導方法 
小 42～51 

中 40～49 

学力向上  

学 力 向 上 に  

向けた取組・ 

指導方法  

小 22～27、30 

中 21～26、29 

◇「理科の自由研究や課題研究などの家庭
学習の課題を与えた」割合は、小学校は
全国より高く、中学校は著しく高い。 

◆小中学校とも「調べたり文章を書いたり
してくる宿題を与えた」割合は、全国よ
り低い。 

家庭学習 
小 63～71 

中 60～68 

学校経営 

地域の人材・ 

施設の活用 

小 53～55、57 

59～62 

中 51～53 

55～59 

◇小中学校とも「講師を招聘した校内研修
を行っている」割合は、全国より高い。 

◇「職場見学や職場体験活動を行っている」
小学校の割合は、全国より著しく高い。 

◆小中学校とも「授業や課外活動で地域の
ことを調べたり、地域の人と関わったり
する機会の設定を行っている」割合は、
全国より低い。 

◆「学校全体の言語活動の実施状況や課題
について、全教職員の間で話し合ったり、
検討したりしている」割合は、小学校で
全国よりやや低く、中学校で低い。 

教職員研修・ 

教職員の取組 

小 16～20 

72～76 

78～84 

中 15～19 

  69～73 

75～81 

 全体的に、小学校は全国と同程度、中学校は全国と比べてやや低い状況である。 

 領域別に見ると、「理科の指導方法」「教員研修・教職員の取組」は、小中学校とも全

国と同程度である。「算数・数学科の指導方法」「学力向上に向けた取組・指導方法」は、

小中学校とも全国と比べてやや低く、「個に応じた指導」は低い。「地域の人材・施設の

活用」は、小学校が全国と比べてやや高く、中学校はやや低い。「家庭学習」は、小学校

が全国と同程度、中学校がやや低い状況である。 
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（１）小学校国語 

① 全体的な結果 

ア 正答数の分布 

 

   【国語Ａ】 

 

 

  
 

 

 

 

 

【国語Ｂ】 

 

 

 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

8.4問／
12問 

 70 % 9.0 2.6 

全 国 
（公立） 

8.5問／
12問 70.7 % 9.0 2.7 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜6 問 7〜8 問 9～10 問 11〜12問 

千葉県 
（公立） 

22.3 % 21.6 % 32.2 % 23.9 % 

全 国 
（公立） 22.0 % 20.7 % 31.1 % 26.2 % 

＊  ＊  ＊  ＊

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

 4.3問
／8問 

53 % 4.0 1.9 

全 国 
（公立） 

4.4問
／8問 

54.7 % 5.0 1.9 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜2 問 3～4 問 5 問 6〜8 問 

千葉県 
（公立） 

19.5 % 32.0 % 19.2 % 29.3 % 

全 国 
（公立） 18.6 % 30.8 % 19.1 % 31.4 % 

＊  ＊  ＊  ＊  
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横軸：正答数、縦軸：割合（％） 

＊「Ａ～Ｄ層」について  
・各層は全国（公立）の児童を正答数の大きい順に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの層分けを行っている。上位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ層、４番目をＤ層と呼称する。正答数が同じ場

合は、上位の層に含むため、25％を大きく超える場合がある。  
・千葉県の人数比率は、全国のＡ～Ｄ層を基準に示してある。  
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 平均正答率は、全国と同程度である。正答数の分布は、全国と比べＡ層の割合が低く、

Ｂ層の割合が高くなっている。 

平均正答率は、全国と同程度である。正答数の分布は、全国と比べＡ層の割合が低く、

Ｃ層の割合が高くなっている。 

横軸：正答数、縦軸：割合（％）  
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イ 調査区分ごとに見た傾向（全国を 100 としたときの指数で示している） 

 

 

 

 

 

  

 

 

○チャートグラフ 

  

 

 

 

 

 

 
 

○経年変化グラフ 

 

 

 

 

→ →

→ → → 

知識／活用 

 「知識」「活用」ともに、平均正答率は全国と同程度である。 

領   域   等 

「書くこと」が全国を下回っている。「話すこと・聞くこと」、「伝統的な言語文化 

と国語の特質に関する事項」は、全国をやや下回っている。 

問 題 形 式 

 「短答式」は、全国を大きく下回っている（該当設問は１題）。「記述式」は昨年

度まで上昇傾向にあったが、今回は低下し、全国を大きく下回っている。 
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②　各設問の結果

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

１ 話
３
・
４

話 選 91.0 0.2 0.2 0.1

２ 書
５
・
６

書 選 73.0 -0.8 0.4 0.1

課題改善 73.4 -0.5 0.2 0.0

(H29) 74.2 -0.2 0.5 0.0

４ 読
５
・
６

読 選 75.3 1.3 0.4 0.1

課題改善 30.0 -5.5 ▼ 4.3 0.4

(H25) 35.1 -1.4 19.4 -0.8

(H27) 51.7 -1.4 0.6 0.0

中学校
同一問題

90.3 -0.1 1.6 0.2

(H30中) 94.8 0.1 0.8 0.0

７ 伝
５
・
６

言 選 55.8 -0.2 2.9 0.2

読
３
・
４

読 選

５

【春休みの出来事の一部】
の中で、…… 部と ―― 部
とのつながりが合っていな
い文を選択し、正しく書き
直す

文の中における主
語と述語との関係
などに注意して、
文を正しく書く

伝
３
・
４

言 短

６
慣用句の意味と使い方とし
て適切なものを選択する
（心を打たれる）

日常生活で使われ
ている慣用句の意
味を理解し、使う

伝
３
・
４

言 選

自分の想像したこ
とを物語に表現す
るために、文章全
体の構成の効果を
考える

相手や目的に応じ
自分が伝えたいこ
とについて、事例
などを挙げながら
筋道を立てて話す

問
　
題

物語を書くときの構成の工
夫の説明として適切なもの
を選択する

設問の概要

図書館への行き方の説明と
して適切なものを選択する

Ａ

物語を読んで心に残ったこ
とを一文を取り上げて説明
する際に、その一文が心に
残った理由として適切なも
のを選択する

３

【オムレツを作ったあとの
感想】を踏まえ、【オムレ
ツのページ】をどのように
読めばよいか、適切なもの
を選択する

目的に応じて必要
な情報を捉える

設
問
番
号

登場人物の心情に
ついて、情景描写
を基に捉える

　全国を上回るもの
　全国を下回るもの（課題あり）

  △：全国との差３.０ポイント以上
  ▼：全国との差３.０ポイント以下

学
習
学
年

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　　　「話」　話すこと・聞くこと　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　　　「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
　〔評価の観点〕
　　　「関」　国語への関心・意欲・態度　　　　　「話」　話す・聞く能力
　　　「書」　書く能力　　　　　　　　　　　　　「読」　読む能力
　　　「言」　言語についての知識・理解・技能
　〔問題形式〕
　　　「選」　選択式　　　　　「短」　短答式　　　　　「記」　記述式

全
国
と
の
差

【話を聞いている様子の一
部】のア、イに入る内容の
組み合わせとして適切なも
のを選択する

相手や場面に応じ
て適切に敬語を使
う
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

問
　
題

設問の概要

設
問
番
号

学
習
学
年

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

全
国
と
の
差

８ア 伝
５
・
６

言 選 75.6 2.2 5.6 0.4

８イ 伝
５
・
６

言 選 83.1 0.9 6.6 0.3

８ウ 伝
５
・
６

言 選 82.4 0.2 6.9 0.3

８エ 伝
５
・
６

言 選 63.7 -1.3 7.7 0.3

８オ 伝
５
・
６

言 選 46.0 -5.4 ▼ 8.1 0.4

課題改善 80.9 -1.6 0.7 0.3

(H26) 60.9 0.7 3.9 0.4

課題改善 78.1 0.6 0.9 0.3

(H26) 66.5 1.3 8.9 1.0

１三
話
・
書

５
・
６

関
・
話
・
書

記 29.3 -4.5 ▼ 7.6 1.4

２一 書
５
・
６

書 選 57.6 0.0 2.2 0.5

２二 書
５
・
６

関
・
書

記 11.1 -2.4 3.0 0.3

課題改善 69.7 -1.1 4.2 0.8

(H29) 32.1 -0.9 3.1 0.3

３一 読
５
・
６

読 選 49.6 0.2 4.0 0.8

３二
書
・
読

５
・
６

関
・
書
・
読

記 51.0 -1.3 13.7 1.8

書 選２三

【紹介する文章】を基にし
て【おすすめする文章】を
書くときの工夫として適切
なものを選択する

推薦するためには
他のものと比較し
て書くことで、よ
さが伝わることを
捉える

書
５
・
６

話 選１二

【話し合いの様子の一部】
における司会の発言の役割
として、適切なものを選択
する

計画的に話し合う
ために、司会の役
割について捉える

話
５
・
６

話 選１一

【話し合いの様子の一部】
における木村さんの発言の
意図として、適切なものを
選択する

話合いの参加者と
して、質問の意図
を捉える

話
５
・
６

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を文の中で正し
く使う

目的に応じて、文
章の内容を的確に
押さえ、自分の考
えを明確にしなが
ら読む

Ｂ

文の中で漢字を使う
（せい造）

文の中で漢字を使う
（せつ備）

文の中で漢字を使う
（しょう毒）

文の中で漢字を使う
（かん理）

文の中で漢字を使う
（せっ極的）

これから言葉をどのように
使っていきたいかについて
北川さん、小池さんのいず
れかの意見を取り上げ、□
を書く

「かみかみあえ」について
の【おすすめする文章】の
最初の部分に　　のように
書いた理由として適切なも
のを選択する

Ａ

山下さんは、どのようなこ
とが知りたくて【自伝「旅
人」の一部】を読んだのか
その説明として適切なもの
を選択する

を読んで、
の Ｃ 最も心がひかれた一
文とその理由 の文章の
　　　 に入る内容を書く

目的に応じて、複
数の本や文章など
を選んで読む

【おすすめする文章】の
　　　に、むし歯を防ぐ効
果について、【保健室の先
生の話から分かったこと】
を取り入れて詳しく書く

目的や意図に応じ
内容の中心を明確
にして、詳しく書
く

話し手の意図を捉
えながら聞き、自
分の意見と比べる
などして考えをま
とめる

目的や意図に応じ
て、文章全体の構
成の効果を考える

【伝記「湯川秀樹」の一部】

【ノートの一部】
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自分の想像したこ
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相手や目的に応じ
自分が伝えたいこ
とについて、事例
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問
　
題

物語を書くときの構成の工
夫の説明として適切なもの
を選択する

設問の概要

図書館への行き方の説明と
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Ａ

物語を読んで心に残ったこ
とを一文を取り上げて説明
する際に、その一文が心に
残った理由として適切なも
のを選択する

３

【オムレツを作ったあとの
感想】を踏まえ、【オムレ
ツのページ】をどのように
読めばよいか、適切なもの
を選択する

目的に応じて必要
な情報を捉える

設
問
番
号

登場人物の心情に
ついて、情景描写
を基に捉える

　全国を上回るもの
　全国を下回るもの（課題あり）

  △：全国との差３.０ポイント以上
  ▼：全国との差３.０ポイント以下

学
習
学
年

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　　　「話」　話すこと・聞くこと　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　　　「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
　〔評価の観点〕
　　　「関」　国語への関心・意欲・態度　　　　　「話」　話す・聞く能力
　　　「書」　書く能力　　　　　　　　　　　　　「読」　読む能力
　　　「言」　言語についての知識・理解・技能
　〔問題形式〕
　　　「選」　選択式　　　　　「短」　短答式　　　　　「記」　記述式

全
国
と
の
差

【話を聞いている様子の一
部】のア、イに入る内容の
組み合わせとして適切なも
のを選択する

相手や場面に応じ
て適切に敬語を使
う

－ 12 －

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

問
　
題

設問の概要

設
問
番
号

学
習
学
年

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

全
国
と
の
差

８ア 伝
５
・
６

言 選 75.6 2.2 5.6 0.4

８イ 伝
５
・
６

言 選 83.1 0.9 6.6 0.3

８ウ 伝
５
・
６

言 選 82.4 0.2 6.9 0.3

８エ 伝
５
・
６

言 選 63.7 -1.3 7.7 0.3

８オ 伝
５
・
６

言 選 46.0 -5.4 ▼ 8.1 0.4

課題改善 80.9 -1.6 0.7 0.3

(H26) 60.9 0.7 3.9 0.4

課題改善 78.1 0.6 0.9 0.3

(H26) 66.5 1.3 8.9 1.0

１三
話
・
書

５
・
６

関
・
話
・
書

記 29.3 -4.5 ▼ 7.6 1.4

２一 書
５
・
６

書 選 57.6 0.0 2.2 0.5

２二 書
５
・
６

関
・
書

記 11.1 -2.4 3.0 0.3

課題改善 69.7 -1.1 4.2 0.8

(H29) 32.1 -0.9 3.1 0.3

３一 読
５
・
６

読 選 49.6 0.2 4.0 0.8

３二
書
・
読

５
・
６

関
・
書
・
読

記 51.0 -1.3 13.7 1.8

書 選２三

【紹介する文章】を基にし
て【おすすめする文章】を
書くときの工夫として適切
なものを選択する

推薦するためには
他のものと比較し
て書くことで、よ
さが伝わることを
捉える

書
５
・
６

話 選１二

【話し合いの様子の一部】
における司会の発言の役割
として、適切なものを選択
する

計画的に話し合う
ために、司会の役
割について捉える

話
５
・
６

話 選１一

【話し合いの様子の一部】
における木村さんの発言の
意図として、適切なものを
選択する

話合いの参加者と
して、質問の意図
を捉える

話
５
・
６

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を文の中で正し
く使う

目的に応じて、文
章の内容を的確に
押さえ、自分の考
えを明確にしなが
ら読む

Ｂ

文の中で漢字を使う
（せい造）

文の中で漢字を使う
（せつ備）

文の中で漢字を使う
（しょう毒）

文の中で漢字を使う
（かん理）

文の中で漢字を使う
（せっ極的）

これから言葉をどのように
使っていきたいかについて
北川さん、小池さんのいず
れかの意見を取り上げ、□
を書く

「かみかみあえ」について
の【おすすめする文章】の
最初の部分に　　のように
書いた理由として適切なも
のを選択する

Ａ

山下さんは、どのようなこ
とが知りたくて【自伝「旅
人」の一部】を読んだのか
その説明として適切なもの
を選択する

を読んで、
の Ｃ 最も心がひかれた一
文とその理由 の文章の
　　　 に入る内容を書く

目的に応じて、複
数の本や文章など
を選んで読む

【おすすめする文章】の
　　　に、むし歯を防ぐ効
果について、【保健室の先
生の話から分かったこと】
を取り入れて詳しく書く

目的や意図に応じ
内容の中心を明確
にして、詳しく書
く

話し手の意図を捉
えながら聞き、自
分の意見と比べる
などして考えをま
とめる

目的や意図に応じ
て、文章全体の構
成の効果を考える

【伝記「湯川秀樹」の一部】

【ノートの一部】

－ 13 －

－ 12 － － 13 －



－ 15 － 

Ｂ３二 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

【伝記「湯川秀樹」の一部】を読んで、Ｃ最も心がひか

れた一文とその理由の文章に適切な内容を書く 

県 差 県 差 

51.0 -1.3 13.7 +1.8 

Ｂ２二 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

給食の献立を【おすすめする文章】に、むし歯を防ぐ効果について、 

【保健室の先生の話から分かったこと】を取り入れて詳しく書く 

県 差 

11.1 -2.4 

 

 

 

 

○
目
的
に
応
じ
て
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
る
た
め
に
は
、
何
の
た
め
に
、
何

を
知
り
た
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
必
要
な
の
か
、
と
い
う
目
的
を
明
確
に

し
た
上
で
、
全
体
の
構
成
を
把
握
し
な
が
ら
読
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

自
分
の
考
え
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
必
要
な
叙
述
を
選
び
、
他
の
部
分
に
書

か
れ
て
い
る
叙
述
と
比
べ
た
り
、
自
分
の
知
識
や
経
験
、
考
え
な
ど
と
関
係
付
け

た
り
し
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

○
給
食
の
献
立
を
紹
介
す
る
文
章
を
書
く
に
当
た
っ
て
、
む
し
歯
を
防
ぐ
効
果
に
要

点
を
置
き
、【
紹
介
す
る
文
章
】
と
【
保
健
室
の
先
生
の
話
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
】

の
双
方
か
ら
関
連
す
る
内
容
を
拾
い
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
片
方
だ
け
を
取
り

上
げ
て
書
い
て
い
る
解
答
（
類
型
４
）、
双
方
に
触
れ
て
い
な
が
ら
む
し
歯
を
防
ぐ

効
果
に
つ
い
て
の
適
切
な
内
容
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
解
答

（
類
型
８
）
が
本
県
で
は
多
か
っ
た
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
複
数
の
情
報
を
関
係
付
け
て
考
え
る
機
会
を
設
定
し
、

図
を
用
い
て
整
理
し
て
考
え
た
り
、
調
べ
て
分
か
っ
た
事
柄
や
事
実
、
自
分
の
考

え
が
相
手
に
伝
わ
る
か
考
え
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

二 

星
野
さ
ん
は
、「
か
み
か
み
あ
え
」
の
む
し
歯
を
防
ぐ
効
果
に
着
目
し
て
【
お
す
す
め
す
る
文
章
】
の 

 
 
 
 
 

を
書
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
以
前
メ
モ
し
て
い
た
【
保
健
室
の
先
生
の
話
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
】
を
取
り
入
れ
て
く
わ
し
く
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 

に
入
る
内
容
を
、
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

〈
条
件
〉 

○ 

【
紹
介
す
る
文
章
】
と
【
保
健
室
の
先
生
の
話
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
】
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 

○ 

【
お
す
す
め
す
る
文
章
】
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
用
い
て
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 

○ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
五
十
字
以
上
、
八
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉
は
字
数

に
ふ
く
む
。 

食べ物をよくかむと、 
 

● 口のまわりのきんにくを動かすことに

なり、のうの働きが活発になる。 

 

● だ液がたくさん出て、口の中をきれい

に保つので、むし歯になりにくい。 

 

● まんぷく感が得られ、食べ過ぎになら

ない。 

 

● 食べ物本来の味が分かるので、うす味

の食事に慣れる。 

 

● だ液の量が増え、消化がよくなる。 

【保健室の先生の話から分かったこと】

〈
条
件
〉 

○ 

な
ぜ
「
自
分
の
力
で
、
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
み
た
い
。」
と
い
う
一
文
に
心
が
ひ
か
れ
た
の
か
を
考
え
て
書
く
こ
と
。 

○ 

【
伝
記
「
湯
川
秀
樹
」
の
一
部
】
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

○ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
六
十
字
以
上
、
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉
は
字
数
に
ふ
く
む
。 

－ 14 － 

Ｂ１三 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

これから言葉をどのように使っていきたいかについて、北川さん、小池

さんのいずれかの意見を取り上げ、自分の考えを書く 

県 差 

29.3 -4.5 

⼩学校・国語【課題の⾒られた設問の例】  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
正
答
は
、
主
語
と
述
語
が
照
応
し
て
い
な
い
文
の
番
号
④
を
選
び
、
か
つ
述

語
を
正
し
く
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
県
で
は

④
以
外
の
文
を
選
ん
だ
児
童
の
割
合
（
類
型
６
～
８
）
は
合
わ
せ
る
と
四

七
．
五
％
に
の
ぼ
る
。
④
を
選
び
な
が
ら
「
用
具
の
手
入
れ
を
あ
ま
り
し
な

か
っ
た
で
す
。」
な
ど
述
語
を
主
語
と
照
応
さ
せ
て
書
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
児
童
の
割
合
（
類
型
３
、
４
）
も
七
．
七
％
で
あ
る
。 

○
本
問
は
主
語
が
人
で
は
な
い
上
に
、
述
語
が
動
作
で
あ
る
た
め
、
主
語
と
述
語

を
適
切
に
照
応
さ
せ
る
に
は
「
こ
と
」
な
ど
の
体
言
を
補
う
必
要
が
あ
り
、
本

文
中
③
の
文
は
、
そ
の
手
が
か
り
を
提
示
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
手
紙
や
実
用
的
な
文
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
な
ど
、

正
し
く
書
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
学
習
場
面
を
活
用
し
、
主
語
と
述
語
が

適
切
な
係
り
受
け
の
関
係
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
伝
え
た
い
こ
と
を
相

手
に
正
確
に
伝
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。 

Ａ５ 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

【春休みの出来事の一部】の中で、主語と述語とのつながりが合ってい

ない文を選択し、正しく書き直す 

県 差 

30.0 -5.5 

※「差」は、全国平均との差を示している。 
５ 

大
山
さ
ん
は
、
春
休
み
の
出
来
事
に
つ
い
て
文
章
を
書
い
た
あ
と
、
読
み
返
し
て
、 

 
 
 

部
と 

 
 
 
 

部
と
の
つ
な
が
り
が
合
っ
て
い
な
い
文
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
次
の
【
春
休
み
の
出
来
事

の
一
部
】
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
（
問
い
）
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

○
本
県
で
は
正
答
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
児
童
の
割
合
は
二
九
．
三
％
で
あ

る
。
取
り
上
げ
た
意
見
に
対
す
る
考
え
を
書
い
た
児
童
の
割
合
（
類
型
３
）
は
十
七
．
五
％
、

一
方
、
こ
れ
か
ら
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
き
た
い
か
を
書
い
た
児
童
の
割
合
（
類

型
８
）
は
十
八
．
四
％
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
与
え
ら
れ
た
条
件
の
片
方
の
み
を
満
た
し
、

も
う
一
方
に
つ
い
て
は
欠
落
し
て
い
る
解
答
で
あ
る
。 

○
設
問
三
に
関
す
る
、
相
手
の
意
見
を
踏
ま
え
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
際
の
指
導

事
例
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
〇
年
度
【
小
学
校
】
授
業
ア
イ
デ
ア
例
（
国
立
政
策
研
究

所
に
よ
る
。
十
七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
）
を
参
照
、
活
用
さ
れ
た
い
。 

（
問
い
） 

 
 
 
 

部
と 

 
 
 

部
と
の
つ
な
が
り
が
合
っ
て
い
な
い
文
の
番
号
を
、
➀
か 

ら
➃
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、 

 
 

部
は
そ
の
ま
ま
に
し 

て
、
文
の
意
味
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
選
ん
だ
文
を
正
し
く
書
き
直
し
ま
し
ょ
う
。 

※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

選
ん
だ
文
の
番
号
…
… 

 

書
き
直
し
た
一
文 

 

三 

松
山
さ
ん
は
、【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
の 

 
 
 
 
 
 

で
、
自
分
の
考
え
を
話
し
ま
す
。
あ
な
た
が
松

山
さ
ん
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
話
し
ま
す
か
。
そ
の
内
容
を
、
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
条
件
〉 

○ 
 
 
 
 

の
金
子
さ
ん
や
青
木
さ
ん
の
よ
う
に
、
代
表
で
発
表
し
た
北
川
さ
ん
、
小
池
さ
ん
の
い
ず
れ
か
の

意
見
を
取
り
上
げ
、
そ
の
取
り
上
げ
た
こ
と
に
対
し
て
ど
う
考
え
る
の
か
を
書
く
こ
と
。 

○ 

◇
司
会
が
話
し
て
い
る
よ
う
に
、「
こ
れ
か
ら
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
き
た
い
か
」
に
つ
い
て
書
く
こ 

と
。 

  
○ 

八
十
字
以
上
、
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。 

 
１ 

松
山
さ
ん
の
学
級
で
は
、
自
分
た
ち
の
言
葉
の
使
い
方
を
見
直
す
た
め
に
、
立
場
を
決
め
て
話
し
合
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
次
は
、
そ
の
と
き
の
【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え

ま
し
ょ
う
。 

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】 

－ 14 － － 15 －



－ 15 － 

Ｂ３二 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

【伝記「湯川秀樹」の一部】を読んで、Ｃ最も心がひか

れた一文とその理由の文章に適切な内容を書く 

県 差 県 差 

51.0 -1.3 13.7 +1.8 

Ｂ２二 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

給食の献立を【おすすめする文章】に、むし歯を防ぐ効果について、 

【保健室の先生の話から分かったこと】を取り入れて詳しく書く 

県 差 

11.1 -2.4 

 

 

 

 

○
目
的
に
応
じ
て
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
る
た
め
に
は
、
何
の
た
め
に
、
何

を
知
り
た
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
必
要
な
の
か
、
と
い
う
目
的
を
明
確
に

し
た
上
で
、
全
体
の
構
成
を
把
握
し
な
が
ら
読
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

自
分
の
考
え
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
必
要
な
叙
述
を
選
び
、
他
の
部
分
に
書

か
れ
て
い
る
叙
述
と
比
べ
た
り
、
自
分
の
知
識
や
経
験
、
考
え
な
ど
と
関
係
付
け

た
り
し
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

○
給
食
の
献
立
を
紹
介
す
る
文
章
を
書
く
に
当
た
っ
て
、
む
し
歯
を
防
ぐ
効
果
に
要

点
を
置
き
、【
紹
介
す
る
文
章
】
と
【
保
健
室
の
先
生
の
話
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
】

の
双
方
か
ら
関
連
す
る
内
容
を
拾
い
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
片
方
だ
け
を
取
り

上
げ
て
書
い
て
い
る
解
答
（
類
型
４
）、
双
方
に
触
れ
て
い
な
が
ら
む
し
歯
を
防
ぐ

効
果
に
つ
い
て
の
適
切
な
内
容
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
解
答

（
類
型
８
）
が
本
県
で
は
多
か
っ
た
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
複
数
の
情
報
を
関
係
付
け
て
考
え
る
機
会
を
設
定
し
、

図
を
用
い
て
整
理
し
て
考
え
た
り
、
調
べ
て
分
か
っ
た
事
柄
や
事
実
、
自
分
の
考

え
が
相
手
に
伝
わ
る
か
考
え
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

二 

星
野
さ
ん
は
、「
か
み
か
み
あ
え
」
の
む
し
歯
を
防
ぐ
効
果
に
着
目
し
て
【
お
す
す
め
す
る
文
章
】
の 

 
 
 
 
 

を
書
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
以
前
メ
モ
し
て
い
た
【
保
健
室
の
先
生
の
話
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
】
を
取
り
入
れ
て
く
わ
し
く
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 

に
入
る
内
容
を
、
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

〈
条
件
〉 

○ 

【
紹
介
す
る
文
章
】
と
【
保
健
室
の
先
生
の
話
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
】
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 

○ 

【
お
す
す
め
す
る
文
章
】
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
用
い
て
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 

○ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
五
十
字
以
上
、
八
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉
は
字
数

に
ふ
く
む
。 

食べ物をよくかむと、 
 

● 口のまわりのきんにくを動かすことに

なり、のうの働きが活発になる。 

 

● だ液がたくさん出て、口の中をきれい

に保つので、むし歯になりにくい。 

 

● まんぷく感が得られ、食べ過ぎになら

ない。 

 

● 食べ物本来の味が分かるので、うす味

の食事に慣れる。 

 

● だ液の量が増え、消化がよくなる。 

【保健室の先生の話から分かったこと】

〈
条
件
〉 

○ 
な
ぜ
「
自
分
の
力
で
、
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
み
た
い
。」
と
い
う
一
文
に
心
が
ひ
か
れ
た
の
か
を
考
え
て
書
く
こ
と
。 

○ 

【
伝
記
「
湯
川
秀
樹
」
の
一
部
】
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

○ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
六
十
字
以
上
、
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉
は
字
数
に
ふ
く
む
。 

－ 14 － 

Ｂ１三 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

これから言葉をどのように使っていきたいかについて、北川さん、小池

さんのいずれかの意見を取り上げ、自分の考えを書く 

県 差 

29.3 -4.5 

⼩学校・国語【課題の⾒られた設問の例】  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
正
答
は
、
主
語
と
述
語
が
照
応
し
て
い
な
い
文
の
番
号
④
を
選
び
、
か
つ
述

語
を
正
し
く
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
県
で
は

④
以
外
の
文
を
選
ん
だ
児
童
の
割
合
（
類
型
６
～
８
）
は
合
わ
せ
る
と
四

七
．
五
％
に
の
ぼ
る
。
④
を
選
び
な
が
ら
「
用
具
の
手
入
れ
を
あ
ま
り
し
な

か
っ
た
で
す
。」
な
ど
述
語
を
主
語
と
照
応
さ
せ
て
書
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
児
童
の
割
合
（
類
型
３
、
４
）
も
七
．
七
％
で
あ
る
。 

○
本
問
は
主
語
が
人
で
は
な
い
上
に
、
述
語
が
動
作
で
あ
る
た
め
、
主
語
と
述
語

を
適
切
に
照
応
さ
せ
る
に
は
「
こ
と
」
な
ど
の
体
言
を
補
う
必
要
が
あ
り
、
本

文
中
③
の
文
は
、
そ
の
手
が
か
り
を
提
示
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
手
紙
や
実
用
的
な
文
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
な
ど
、

正
し
く
書
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
学
習
場
面
を
活
用
し
、
主
語
と
述
語
が

適
切
な
係
り
受
け
の
関
係
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
伝
え
た
い
こ
と
を
相

手
に
正
確
に
伝
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。 

Ａ５ 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

【春休みの出来事の一部】の中で、主語と述語とのつながりが合ってい

ない文を選択し、正しく書き直す 

県 差 

30.0 -5.5 

※「差」は、全国平均との差を示している。 
５ 

大
山
さ
ん
は
、
春
休
み
の
出
来
事
に
つ
い
て
文
章
を
書
い
た
あ
と
、
読
み
返
し
て
、 

 
 
 

部
と 

 
 
 
 

部
と
の
つ
な
が
り
が
合
っ
て
い
な
い
文
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
次
の
【
春
休
み
の
出
来
事

の
一
部
】
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
（
問
い
）
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

○
本
県
で
は
正
答
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
児
童
の
割
合
は
二
九
．
三
％
で
あ

る
。
取
り
上
げ
た
意
見
に
対
す
る
考
え
を
書
い
た
児
童
の
割
合
（
類
型
３
）
は
十
七
．
五
％
、

一
方
、
こ
れ
か
ら
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
き
た
い
か
を
書
い
た
児
童
の
割
合
（
類

型
８
）
は
十
八
．
四
％
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
与
え
ら
れ
た
条
件
の
片
方
の
み
を
満
た
し
、

も
う
一
方
に
つ
い
て
は
欠
落
し
て
い
る
解
答
で
あ
る
。 

○
設
問
三
に
関
す
る
、
相
手
の
意
見
を
踏
ま
え
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
際
の
指
導

事
例
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
〇
年
度
【
小
学
校
】
授
業
ア
イ
デ
ア
例
（
国
立
政
策
研
究

所
に
よ
る
。
十
七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
）
を
参
照
、
活
用
さ
れ
た
い
。 

（
問
い
） 

 
 
 
 

部
と 

 
 
 

部
と
の
つ
な
が
り
が
合
っ
て
い
な
い
文
の
番
号
を
、
➀
か 

ら
➃
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、 

 
 

部
は
そ
の
ま
ま
に
し 

て
、
文
の
意
味
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
選
ん
だ
文
を
正
し
く
書
き
直
し
ま
し
ょ
う
。 

※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

選
ん
だ
文
の
番
号
…
… 

 

書
き
直
し
た
一
文 

 

三 

松
山
さ
ん
は
、【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
の 

 
 
 
 
 
 

で
、
自
分
の
考
え
を
話
し
ま
す
。
あ
な
た
が
松

山
さ
ん
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
話
し
ま
す
か
。
そ
の
内
容
を
、
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
条
件
〉 

○ 
 
 
 
 

の
金
子
さ
ん
や
青
木
さ
ん
の
よ
う
に
、
代
表
で
発
表
し
た
北
川
さ
ん
、
小
池
さ
ん
の
い
ず
れ
か
の

意
見
を
取
り
上
げ
、
そ
の
取
り
上
げ
た
こ
と
に
対
し
て
ど
う
考
え
る
の
か
を
書
く
こ
と
。 

○ 

◇
司
会
が
話
し
て
い
る
よ
う
に
、「
こ
れ
か
ら
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
き
た
い
か
」
に
つ
い
て
書
く
こ 

と
。 

  

○ 

八
十
字
以
上
、
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。 

 

１ 

松
山
さ
ん
の
学
級
で
は
、
自
分
た
ち
の
言
葉
の
使
い
方
を
見
直
す
た
め
に
、
立
場
を
決
め
て
話
し
合
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
次
は
、
そ
の
と
き
の
【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え

ま
し
ょ
う
。 

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】 
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③ 成果と課題 

 

全
体
的
な
状
況 

成果 

◇ 知識(Ａ問題)、活用（Ｂ問題）ともに全国と同程度である。 

◇ 「読むこと」の領域は、全国と同程度の状況が続いている。 

◇ 児童質問紙における、授業時間以外の読書時間の長さと、Ａ問題、Ｂ問題の平均正答

率との間に相関がみられる。 

課題 

◆ 主語と述語とのつながりを問う設問は、全国を大きく下回っている。今回と同様の趣

旨で出題された平成２７年度調査よりさらに低下しており、継続的課題である。 

◆ 「記述式」の正答率が昨年度より大きく低下している。特に、条件に応じて書くこと

や、複数の資料から必要な情報を適切に取り上げ、関連付けて書くことに課題がある。  

 

話すこと 

聞くこと 

◇ 相手や目的に応じ、自分が伝えたいことについて事例などを挙げながら筋道を立てて

話すことについては、相当数の児童が理解できている【Ａ１】。 

◇ 計画的に話し合うために司会の役割を捉えることについて、改善が見られる【Ｂ１二】。 

◆ 話し合いの参加者として質問の意図を捉えることは、全国をやや下回っている【Ｂ１

一】。話し手だけでなく、聞き手の指導の充実を図り、メモの取り方や考えのまとめ方

を具体的に理解できるように指導することが大切である。 

書くこと 

◆ 複数の資料の内容を関係付けて理解したり、表現したりすることに課題がある【Ｂ２

二】。調べて分かった事柄や事実、自分の考えが明確に伝わるかどうかを意識できるよ

うに指導することが大切である。 

読むこと 

◇ 登場人物の心情について、情景描写を基に捉えることは、全国をやや上回っており、

叙述を基に文章の内容を解釈することができている【Ａ４】。 

◆ 目的に応じて必要な情報を捉えること【Ａ３】や、複数の資料から適切な内容を取り

上げて、それらを関係づけて理解したり、表現したりすることに課題がある【Ｂ３一】。

図鑑や事典などを、目次や索引、見出しに着目して読む読み方を身に付けさせる指導

を低・中学年から意図的に展開し、他教科等の学習活動にも生かすことが大切である。 

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項 

◇ 日常生活で使われている慣用句（心を打たれる）の意味を理解し、使うことは、相当

数の児童が理解できている【Ａ６】。 
◆ 主語と述語との関係などに注意して、文を正しく書くことに課題がある【Ａ５】。 

◆ 相手や場面に応じて適切に敬語を使うことに課題がある【Ａ７】。 

◆ 文の中で漢字を使うことについて、全国を大きく下回るものがある【Ａ８】。 

・「せっ極的に開発している」【Ａ８（オ）】 

その他 

◇ 児童質問紙において、【５１】「文章で解答する問題にどのように解答したか」 

という質問に対して、「全ての書く問題で最後まで書こうとした」と回答した児

童の割合が昨年度に引き続き上昇傾向にある(H30 76.0%、H29 74.9％、H28 

73.5％)。また【１５】「普段どのくらいの時間読書をするか」について、１日

当たり30分を超える回答をした児童の割合は、全国よりも高い状態が継続して

おり(千葉43.9％、全国41.1％)、児童が読書に親しんでいることがうかがえる。 

◆ 学校質問紙において、【６５】「家庭学習の取組として、調べたり文章を書いたり

してくる宿題を与えたか」(千葉79.0％、全国84.4％)について、肯定的な回答の

割合は、全国より低い。教科指導はもとより、日常の活動においても、必要な情報

を捉えたり、伝えたい内容の中心を明確にして文章を書くことの習熟を図る場面

を、意図的に設定し、継続的に指導することが必要である。 
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授業アイディア例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成３０年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 
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③ 成果と課題 

 

全
体
的
な
状
況 

成果 

◇ 知識(Ａ問題)、活用（Ｂ問題）ともに全国と同程度である。 

◇ 「読むこと」の領域は、全国と同程度の状況が続いている。 

◇ 児童質問紙における、授業時間以外の読書時間の長さと、Ａ問題、Ｂ問題の平均正答

率との間に相関がみられる。 

課題 

◆ 主語と述語とのつながりを問う設問は、全国を大きく下回っている。今回と同様の趣

旨で出題された平成２７年度調査よりさらに低下しており、継続的課題である。 

◆ 「記述式」の正答率が昨年度より大きく低下している。特に、条件に応じて書くこと

や、複数の資料から必要な情報を適切に取り上げ、関連付けて書くことに課題がある。  

 

話すこと 

聞くこと 

◇ 相手や目的に応じ、自分が伝えたいことについて事例などを挙げながら筋道を立てて

話すことについては、相当数の児童が理解できている【Ａ１】。 

◇ 計画的に話し合うために司会の役割を捉えることについて、改善が見られる【Ｂ１二】。 

◆ 話し合いの参加者として質問の意図を捉えることは、全国をやや下回っている【Ｂ１

一】。話し手だけでなく、聞き手の指導の充実を図り、メモの取り方や考えのまとめ方

を具体的に理解できるように指導することが大切である。 

書くこと 

◆ 複数の資料の内容を関係付けて理解したり、表現したりすることに課題がある【Ｂ２

二】。調べて分かった事柄や事実、自分の考えが明確に伝わるかどうかを意識できるよ

うに指導することが大切である。 

読むこと 

◇ 登場人物の心情について、情景描写を基に捉えることは、全国をやや上回っており、

叙述を基に文章の内容を解釈することができている【Ａ４】。 

◆ 目的に応じて必要な情報を捉えること【Ａ３】や、複数の資料から適切な内容を取り

上げて、それらを関係づけて理解したり、表現したりすることに課題がある【Ｂ３一】。

図鑑や事典などを、目次や索引、見出しに着目して読む読み方を身に付けさせる指導

を低・中学年から意図的に展開し、他教科等の学習活動にも生かすことが大切である。 

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項 

◇ 日常生活で使われている慣用句（心を打たれる）の意味を理解し、使うことは、相当

数の児童が理解できている【Ａ６】。 
◆ 主語と述語との関係などに注意して、文を正しく書くことに課題がある【Ａ５】。 

◆ 相手や場面に応じて適切に敬語を使うことに課題がある【Ａ７】。 

◆ 文の中で漢字を使うことについて、全国を大きく下回るものがある【Ａ８】。 

・「せっ極的に開発している」【Ａ８（オ）】 

その他 

◇ 児童質問紙において、【５１】「文章で解答する問題にどのように解答したか」 

という質問に対して、「全ての書く問題で最後まで書こうとした」と回答した児

童の割合が昨年度に引き続き上昇傾向にある(H30 76.0%、H29 74.9％、H28 

73.5％)。また【１５】「普段どのくらいの時間読書をするか」について、１日

当たり30分を超える回答をした児童の割合は、全国よりも高い状態が継続して

おり(千葉43.9％、全国41.1％)、児童が読書に親しんでいることがうかがえる。 

◆ 学校質問紙において、【６５】「家庭学習の取組として、調べたり文章を書いたり

してくる宿題を与えたか」(千葉79.0％、全国84.4％)について、肯定的な回答の

割合は、全国より低い。教科指導はもとより、日常の活動においても、必要な情報

を捉えたり、伝えたい内容の中心を明確にして文章を書くことの習熟を図る場面

を、意図的に設定し、継続的に指導することが必要である。 
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授業アイディア例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成３０年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 

「言葉の使い方を見直すために，話し合おう」
～相手と自分の意見とを比べて，自分の考えをまとめる～

　話し手の意図を捉えながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめることに課題が見られました。そこで，
本アイディア例では，相手の意見を踏まえて，自分の考えをまとめることについての指導事例を紹介します。なお，
本アイディア例は，第５学年以上を対象としています。

参照▶「平成 30年度　報告書　小学校　国語」P.52 ～ P.59，「平成 30年度　解説資料　小学校　国語」P.37 ～ P.44

授業アイディア例

「生活の中で使っている言葉はみだれているか」について，自分の考えをもち，話合いに参加する。

　学習活動１のステップ２で整理した友達の意見を踏まえて，「生活の中で使っている言葉はみだ
れているか」について考え直す。

　「これから言葉をどのように使っていきたいか」について，メモを基に自分の考えを簡潔にまとめ，
発表し合う。

B 1の【話し合いの様子の一部】を聞いて，友達の意見を整理し，自分の考えと比べる。

　北川さんも話していましたが， 「あけおめ」や「ことよろ」の
ように言葉を省略して話すと，相手によって意味が分かり
にくくなることがあると思います。だから，私は，相手や場に
合わせて言葉を使っていきたいです。

　本アイディア例では，Ｂ1設問三に関する指導事例を紹介します。以下は，話し合う学習の中でも，相手の
意見を踏まえて，自分の考えをまとめる過程に着目した活動の例です。

　比べて考えたことを整理する際には，児童の
実態に応じて，それぞれの発言をメモとして書
き残すことも考えられます。

学習活動１ 自分の意見と比べながら，友達の意見を整理する

学習活動 2 友達の意見を踏まえて，自分の意見を見直す

国語

B 1

〔第５学年及び第６学年〕Ａ　エ
〔第５学年及び第６学年〕Ｂ　ウ

学習指導要領における領域・内容
B 1　言葉の使い方を見直すために，話し合う
B 1三　正答率 33.9 %

課題の見られた問題の概要と結果

　これから言葉をどのように使っていきたいかについて，北川さん，
小池さんのいずれかの意見を取り上げ， （自分の考え）を書く

ポイント

Ⅰ·Ⅱ
T Y P E

ステップ１【考えをもつ】

ステップ 3【 考 え 直 す 】

ステップ 4【 ま と め る 】

ステップ 2【 整 理 す る 】

　　　　　 【 比 べ る 】

● 　自分の考えをまとめる際には，相手の意見と自分の意見との共通点や相違点を整理することなどが大切です。相手の意
見を聞いて考えたことや，共感したり納得したりした内容や事例を取り上げるなどして，自分の考えを筋道を立ててまと
めることができるように指導を工夫することが必要です。

  本授業アイディア例     活用のポイント !

・立場：みだれている
・理由： 「あけおめ」のように，省略した言葉を

使う人が多い。

・立場：みだれている
・理由： 「あけおめ」や「ことよろ」のように省略した言葉を使うと，

相手や場によって分かりにくくなることがある。

　私は，省略した言葉を使う人が多いから，
何となく言葉はみだれていると考えたけれど，
みんなはどのように考えたのかな。

　私と立場は同じだけれど，田中さんの理由は，
資料に基づいているものなのだな。

　北川さんの言っていた理由を，
私も取り入れたいな。

　小池さんは，私
と立場が逆だな。

　そうか。省略した言葉を使う
と言葉がみだれていると感じた
のは，相手や場に合わないこと
や，意味が分かりにくくなるこ
とがあるからなのだな。

○北川さん
 ・立場：みだれている
 ・理由：省略した言葉
　　   →相手や場に合わない
　　　   意味が分かりにくくなる
　　　   （例）ことよろ

○田中さん
 ・立場：みだれている
 ・理由： 本来の意味とはことなる

使われ方をしている言葉
がある。

　　　  （役不足）
○小池さん
 ・立場：みだれていない
 ・理由： 時代によって言葉の
　　　   使われ方が変わる。
　　　  （例）全然いい

4
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（２）中学校国語 

 ① 全体的な結果 

ア 正答数の分布 

 

   【国語Ａ】 

 

  

 

 

 

 

 

 

  【国語Ｂ】 

 

 

  
 

 

 

 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

24.3問
／32問 

76 % 26.0 5.3 

全 国 
（公立） 

24.3問
／32問 

76.1 % 26.0 5.3 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜21 問 22〜25問 26〜27問 28〜32問 

千葉県 
（公立） 

 23.4 % 26.3 % 19.0 % 31.2 % 

全 国 
（公立） 

 23.3 % 26.1 % 19.2 % 31.4 % 

＊  ＊  ＊  ＊  
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正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

5.5問
／9問 

61 % 6.0 2.0 

全 国 
（公立） 

5.5問
／9問 

 61.2 % 6.0 2.0 

 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜3 問 4〜5 問 6 問 7〜9 問 

千葉県 
（公立） 

17.0 % 27.7 % 20.0 % 35.3 % 

全 国 
（公立） 17.4 % 27.6 % 19.2 % 35.8 % 

＊  ＊  ＊  ＊  

平均正答率は、全国と同程度である。正答数の分布は、Ａ～Ｄ層のすべてにおい

て全国とほぼ同じである。 

横軸：正答数、縦軸：割合（％）  

＊「Ａ～Ｄ層」について  
・各層は全国（公立）の生徒を正答数の大きい順に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの層分けを行っている。上位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ層、４番目をＤ層と呼称する。正答数が同じ場

合は、上位の層に含むため、25％を大きく超える場合がある。  
・千葉県の人数比率は、全国のＡ～Ｄ層を基準に示してある。  

 平均正答率は、全国と同程度である。正答数の分布は、Ａ～Ｄ層のすべてにおい

て全国とほぼ同じである。 
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イ 調査区分ごとに見た傾向（全国を 100 としたときの指数で示している） 
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 ○経年変化グラフ 

 

 

 

 

→ → 

→ → 

知識／活用 

「知識」「活用」ともに全国と同程度である。 

領   域   等 

昨年度の課題「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」に改善がみられた。 

問 題 形 式 

 「短答式」「記述式」が全国をやや下回っているが、昨年度に比べ改善がみられた。 
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（２）中学校国語 
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＊「Ａ～Ｄ層」について  
・各層は全国（公立）の生徒を正答数の大きい順に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの層分けを行っている。上位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ層、４番目をＤ層と呼称する。正答数が同じ場

合は、上位の層に含むため、25％を大きく超える場合がある。  
・千葉県の人数比率は、全国のＡ～Ｄ層を基準に示してある。  
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イ 調査区分ごとに見た傾向（全国を 100 としたときの指数で示している） 
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知識／活用 

「知識」「活用」ともに全国と同程度である。 

領   域   等 

昨年度の課題「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」に改善がみられた。 

問 題 形 式 

 「短答式」「記述式」が全国をやや下回っているが、昨年度に比べ改善がみられた。 
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② 各設問の結果

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

１ 話 ２
話
・
聞

選 87.3 -0.1 0.1 0.0

２一 書 １ 書 選 89.1 -0.4 0.4 0.1

２二 書 ２ 書 短 63.9 -0.1 3.8 0.5

３一 読 １ 読 選 88.9 0.7 0.2 0.0

課題改善 83.7 0.9 0.2 0.0

(H27小) 68.5 1.0 2.5 -0.1

４一 書 １ 書 選 62.9 0.1 0.2 0.0

４二 書 ２ 書 選 78.7 -0.7 0.3 0.0

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
「同一」　　　過去の調査と同一の問題

　〔領域等〕学習指導要領の領域等
「話」　話すこと・聞くこと 「書」　書くこと 「読」　読むこと
「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

　〔評価の観点〕
「関」　国語への関心・意欲・態度 「話」　話す・聞く能力
「書」　書く能力 「読」　読む能力
「言」　言語についての知識・理解・技能

　〔問題形式〕
「選」　選択式 「短」　短答式 「記」　記述式

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

△：全国との差３.０ポイント以上
▼：全国との差３.０ポイント以下

　全国を下回るもの（課題あり）
　全国を上回るもの

学
習
学
年

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

読 選

問
題
形
式

段落の内容を入れ替えて書
き直す理由として適切なも
のを選択する

段落相互の関係に
注意し、読みやす
く分かりやすい文
章にする

伝えたい事実や事
柄が相手に分かり
やすく伝わるよう
に書く

問

題

意見文の下書きに一文を書
き加える意図として適切な
ものを選択する

書いた文章を読み
返し、伝えたい内
容が十分に表され
ているかを検討す
る

「それは掛け価のない一、
二秒の間のできごとである」
を説明したものとして適切
なものを選択する

文脈の中における
語句の意味を理解
する

二つの意見の内容を一文で
書き加える

Ａ

スピーチの感想に対して先
生が述べた言葉として適切
なものを選択する

話の論理的な構成
や展開などに注意
して聞く

図書だよりの下書きの構成
を説明したものとして適切
なものを選択する

書こうとする事柄
のまとまりや順序
を考えて文章を構
成する

３二
父と保吉の言動についての
説明として適切なものを選
択する

場面の展開や登場
人物の描写に注意
して読み、内容を
理解する

読 １

－ 20 －

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

学
習
学
年

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

問
題
形
式

問
　
題

５一 読 ２ 読 選 75.3 -1.0 0.5 0.0

５二 読 １ 読 選 59.4 -0.1 0.4 0.0

６一 話 １ 話 選 74.3 1.9 0.6 0.1

６二 話 １ 話 短 67.4 1.6 14.7 1.4

７一 伝 １ 言 選 87.6 0.3 0.6 0.0

７二 伝 １ 言 選 88.6 0.2 0.9 0.0

８一１ 伝 ２ 言 短 77.0 -2.0 15.9 2.7

８一２ 伝 ２ 言 短 73.7 0.8 15.5 1.1

８一３ 伝 ２ 言 短 70.4 -1.0 21.2 1.7

８二１ 伝 ２ 言 短 96.2 0.5 1.9 0.0

８二２ 伝 ２ 言 短 97.9 0.1 1.0 0.1

８二３ 伝 ２ 言 短 98.0 -0.1 1.2 0.1

８三ア 伝 １ 言 選 80.0 2.3 0.9 0.1

８三イ 伝 ２ 言 選 91.7 0.7 0.5 0.0

Ａ

新聞紙の製造工程の一部を
言い表したものとして適切
なものを選択する

文章の展開に即し
て情報を整理し、
内容を捉える

漢字を読む（模型を作る）

漢字を読む（技を磨く）

場面に当てはまる語句の意
味として適切なものを選択
する（ハナイカダ）

語句の辞書的な意
味を踏まえて文脈
上の意味を捉える

漢字を書く（紙をひもでタ
バねる）

漢字を読む（池の水が凍
る）

本文の第六段落の説明とし
て適切なものを選択する

段落が文章全体の
中で果たす役割を
捉え、内容の理解
に役立てる

話合いの中で確認しなけれ
ばならないことについての
司会としての発言を書く

接続詞の働きにつ
いて理解する

漢字を書く（舞台のマクが
上がる）

文脈に即して漢字
を正しく読む

語句の意味を理解
し、文脈の中で適
切に使う

適切な語句を選択する（立
場の異なる両者の主張は終
始一貫して変わらず、最後
まで結論が出なかった）

適切な語句を選択する（魚
の中には群れを作って泳ぐ
習性をもつものがいる）

漢字を書く（先制点をユル
す）

文脈に即して漢字
を正しく書く

話合いの際のメモのとり方
の説明として適切なものを
選択する

「それでは」の働きとして
適切なものを選択する

話合いの話題や方
向を捉える

話合いの話題や方
向を捉えて的確に
話す

－ 21 －
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② 各設問の結果

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

１ 話 ２
話
・
聞

選 87.3 -0.1 0.1 0.0

２一 書 １ 書 選 89.1 -0.4 0.4 0.1

２二 書 ２ 書 短 63.9 -0.1 3.8 0.5

３一 読 １ 読 選 88.9 0.7 0.2 0.0

課題改善 83.7 0.9 0.2 0.0

(H27小) 68.5 1.0 2.5 -0.1

４一 書 １ 書 選 62.9 0.1 0.2 0.0

４二 書 ２ 書 選 78.7 -0.7 0.3 0.0

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
「同一」　　　過去の調査と同一の問題

　〔領域等〕学習指導要領の領域等
「話」　話すこと・聞くこと 「書」　書くこと 「読」　読むこと
「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

　〔評価の観点〕
「関」　国語への関心・意欲・態度 「話」　話す・聞く能力
「書」　書く能力 「読」　読む能力
「言」　言語についての知識・理解・技能

　〔問題形式〕
「選」　選択式 「短」　短答式 「記」　記述式

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

△：全国との差３.０ポイント以上
▼：全国との差３.０ポイント以下

　全国を下回るもの（課題あり）
　全国を上回るもの

学
習
学
年

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

読 選

問
題
形
式

段落の内容を入れ替えて書
き直す理由として適切なも
のを選択する

段落相互の関係に
注意し、読みやす
く分かりやすい文
章にする

伝えたい事実や事
柄が相手に分かり
やすく伝わるよう
に書く

問

題

意見文の下書きに一文を書
き加える意図として適切な
ものを選択する

書いた文章を読み
返し、伝えたい内
容が十分に表され
ているかを検討す
る

「それは掛け価のない一、
二秒の間のできごとである」
を説明したものとして適切
なものを選択する

文脈の中における
語句の意味を理解
する

二つの意見の内容を一文で
書き加える

Ａ

スピーチの感想に対して先
生が述べた言葉として適切
なものを選択する

話の論理的な構成
や展開などに注意
して聞く

図書だよりの下書きの構成
を説明したものとして適切
なものを選択する

書こうとする事柄
のまとまりや順序
を考えて文章を構
成する

３二
父と保吉の言動についての
説明として適切なものを選
択する

場面の展開や登場
人物の描写に注意
して読み、内容を
理解する

読 １

－ 20 －

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

学
習
学
年

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

問
題
形
式

問
　
題

５一 読 ２ 読 選 75.3 -1.0 0.5 0.0

５二 読 １ 読 選 59.4 -0.1 0.4 0.0

６一 話 １ 話 選 74.3 1.9 0.6 0.1

６二 話 １ 話 短 67.4 1.6 14.7 1.4

７一 伝 １ 言 選 87.6 0.3 0.6 0.0

７二 伝 １ 言 選 88.6 0.2 0.9 0.0

８一１ 伝 ２ 言 短 77.0 -2.0 15.9 2.7

８一２ 伝 ２ 言 短 73.7 0.8 15.5 1.1

８一３ 伝 ２ 言 短 70.4 -1.0 21.2 1.7

８二１ 伝 ２ 言 短 96.2 0.5 1.9 0.0

８二２ 伝 ２ 言 短 97.9 0.1 1.0 0.1

８二３ 伝 ２ 言 短 98.0 -0.1 1.2 0.1

８三ア 伝 １ 言 選 80.0 2.3 0.9 0.1

８三イ 伝 ２ 言 選 91.7 0.7 0.5 0.0

Ａ

新聞紙の製造工程の一部を
言い表したものとして適切
なものを選択する

文章の展開に即し
て情報を整理し、
内容を捉える

漢字を読む（模型を作る）

漢字を読む（技を磨く）

場面に当てはまる語句の意
味として適切なものを選択
する（ハナイカダ）

語句の辞書的な意
味を踏まえて文脈
上の意味を捉える

漢字を書く（紙をひもでタ
バねる）

漢字を読む（池の水が凍
る）

本文の第六段落の説明とし
て適切なものを選択する

段落が文章全体の
中で果たす役割を
捉え、内容の理解
に役立てる

話合いの中で確認しなけれ
ばならないことについての
司会としての発言を書く

接続詞の働きにつ
いて理解する

漢字を書く（舞台のマクが
上がる）

文脈に即して漢字
を正しく読む

語句の意味を理解
し、文脈の中で適
切に使う

適切な語句を選択する（立
場の異なる両者の主張は終
始一貫して変わらず、最後
まで結論が出なかった）

適切な語句を選択する（魚
の中には群れを作って泳ぐ
習性をもつものがいる）

漢字を書く（先制点をユル
す）

文脈に即して漢字
を正しく書く

話合いの際のメモのとり方
の説明として適切なものを
選択する

「それでは」の働きとして
適切なものを選択する

話合いの話題や方
向を捉える

話合いの話題や方
向を捉えて的確に
話す
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

学
習
学
年

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

問
題
形
式

問
　
題

８三ウ 伝 ２ 言 選 87.1 -0.9 0.6 0.0

８三エ 伝 １ 言 選 31.4 2.2 1.0 0.1

８三オ 伝 １ 言 選 62.0 0.2 0.9 0.0

同一問題 66.1 0.7 1.0 0.0

(H22) 63.3 1.7 63.5 1.5

８三キ 伝 １ 言 選 95.0 -0.2 1.1 0.1

小学校
同一問題

94.8 0.1 0.8 0.0

(H30小) 90.3 -0.1 1.6 0.2

課題改善 21.2 -1.1 7.3 0.8

(H27小) 51.7 -1.4 0.6 0.0

８五 伝 １ 言 選 52.9 -1.5 1.3 0.1

８六１ 伝 ２ 言 短 90.3 -0.8 5.5 0.4

８六２ 伝 １ 言 短 57.0 -6.0 ▼ 8.6 1.2

８六３ 伝 ２ 言 選 81.2 -0.1 2.4 0.2

歴史的仮名遣いを
現代仮名遣いに直
して読む

歴史的仮名遣いを現代仮名
遣いに直す（とほさざるな
し）

古典に表れたもの
の見方や考え方を
理解する

作品への助言として適切な
ものを選択する

行書の基礎的な書
き方を理解して書
く

８三カ
適切な語句を選択する（わ
たしが健康になったのは、
ひとえに母のおかげです）

適切な語句を選択する（彼
はせきを切ったように話し
始めた）

Ａ

『韓非子』の中の語句の訳
を抜き出す（いはく）

古典の文章と現代
語訳とを対応させ
て内容を捉える

『韓非子』の中で矛盾して
いることの説明として適切
なものを選択する

適切な語句を選択する（意
見の折り合いをつける）

伝 １ 言 選

適切な敬語を選択する（先
生が私たちに大切なことを
おっしゃった）

語句の意味を理解
し、文脈の中で適
切に使う

適切な語句を選択する（姉
はみんなと一緒に運動をす
ることが好きだ。一方、妹
は一人で本を読むことが好
きだ）

言 選

８四２

｢心を打たれた。｣を文末に
用いた一文を、主語を明ら
かにし、｢誰（何）｣の｢ど
のようなこと｣に｢心を打た
れた｣のかが分かるように
書く

目的に応じて文の
成分の順序や照
応、構成を考えて
適切な文を書く

伝 ２ 言 短

８四１
「心を打たれる」の意味と
して適切なものを選択する

慣用句の意味を理
解する

伝

小
３
・
４

－ 22 －

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

学
習
学
年

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

問
題
形
式

問
　
題

１一 読 １ 読 選 45.7 -0.2 0.2 0.0

１二 読 １ 読 選 66.6 2.3 0.2 0.0

１三
書
・
読

２
・
１

関
・
書
・
読

記 12.1 -1.2 7.2 0.2

２一 話 １ 話 選 87.2 0.4 0.2 0.0

２二 話 １
関
・
話

記 87.9 -0.4 6.3 0.4

２三 話 １ 話 選 51.3 -3.3 ▼ 0.4 0.0

３一 読 １ 読 選 80.8 0.6 0.4 0.0

３二 読 ２ 読 選 71.5 3.3 △ 0.4 0.0

３三

書
・
読
・
伝

１
・
１
・
２

関
・
書
・
読
・
言

記 48.2 -1.0 13.8 1.4

Ｂ

話のあらすじを学級の友達
にどのように説明するかを
書く

相手に的確に伝わ
るように、あらす
じを捉えて書く

ロボットに期待することを
述べて発表をまとめる際の
話の進め方として適切なも
のを選択する

全体と部分との関
係に注意して相手
の反応を踏まえな
がら話す

グラフから分かることにつ
いて文章中で説明している
ものとして適切なものを選
択する

文章とグラフとの
関係を考えながら
内容を捉える

複数の辞書を引用して「天
地無用」の意味を示す効果
として適切なものを選択す
る

文章の構成や展開
について自分の考
えをもつ

二人の質問の意図として適
切なものを選択する

質問の意図を捉え
る

二人に続いてする質問を書
く

話の展開に注意し
て聞き、必要に応
じて質問する

場面の展開や登場
人物の描写に注意
して読み、内容を
理解する

登場人物の言動の
意味などを考え、
内容の理解に役立
てる

「天地無用」という言葉を
誤った意味で解釈してしま
う人がいる理由を書く

目的に応じて文章
を読み、内容を整
理して書く

登場人物についての説明と
して適切なものを選択する

文章中の表現について語っ
た人物として適切なものを
選択する

－ 23 －
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

学
習
学
年

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

問
題
形
式

問
　
題

８三ウ 伝 ２ 言 選 87.1 -0.9 0.6 0.0

８三エ 伝 １ 言 選 31.4 2.2 1.0 0.1

８三オ 伝 １ 言 選 62.0 0.2 0.9 0.0

同一問題 66.1 0.7 1.0 0.0

(H22) 63.3 1.7 63.5 1.5

８三キ 伝 １ 言 選 95.0 -0.2 1.1 0.1

小学校
同一問題

94.8 0.1 0.8 0.0

(H30小) 90.3 -0.1 1.6 0.2

課題改善 21.2 -1.1 7.3 0.8

(H27小) 51.7 -1.4 0.6 0.0

８五 伝 １ 言 選 52.9 -1.5 1.3 0.1

８六１ 伝 ２ 言 短 90.3 -0.8 5.5 0.4

８六２ 伝 １ 言 短 57.0 -6.0 ▼ 8.6 1.2

８六３ 伝 ２ 言 選 81.2 -0.1 2.4 0.2

歴史的仮名遣いを
現代仮名遣いに直
して読む

歴史的仮名遣いを現代仮名
遣いに直す（とほさざるな
し）

古典に表れたもの
の見方や考え方を
理解する

作品への助言として適切な
ものを選択する

行書の基礎的な書
き方を理解して書
く

８三カ
適切な語句を選択する（わ
たしが健康になったのは、
ひとえに母のおかげです）

適切な語句を選択する（彼
はせきを切ったように話し
始めた）

Ａ

『韓非子』の中の語句の訳
を抜き出す（いはく）

古典の文章と現代
語訳とを対応させ
て内容を捉える

『韓非子』の中で矛盾して
いることの説明として適切
なものを選択する

適切な語句を選択する（意
見の折り合いをつける）

伝 １ 言 選

適切な敬語を選択する（先
生が私たちに大切なことを
おっしゃった）

語句の意味を理解
し、文脈の中で適
切に使う

適切な語句を選択する（姉
はみんなと一緒に運動をす
ることが好きだ。一方、妹
は一人で本を読むことが好
きだ）

言 選

８四２

｢心を打たれた。｣を文末に
用いた一文を、主語を明ら
かにし、｢誰（何）｣の｢ど
のようなこと｣に｢心を打た
れた｣のかが分かるように
書く

目的に応じて文の
成分の順序や照
応、構成を考えて
適切な文を書く

伝 ２ 言 短

８四１
「心を打たれる」の意味と
して適切なものを選択する

慣用句の意味を理
解する

伝

小
３
・
４

－ 22 －

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

学
習
学
年

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

問
題
形
式

問
　
題

１一 読 １ 読 選 45.7 -0.2 0.2 0.0

１二 読 １ 読 選 66.6 2.3 0.2 0.0

１三
書
・
読

２
・
１

関
・
書
・
読

記 12.1 -1.2 7.2 0.2

２一 話 １ 話 選 87.2 0.4 0.2 0.0

２二 話 １
関
・
話

記 87.9 -0.4 6.3 0.4

２三 話 １ 話 選 51.3 -3.3 ▼ 0.4 0.0

３一 読 １ 読 選 80.8 0.6 0.4 0.0

３二 読 ２ 読 選 71.5 3.3 △ 0.4 0.0

３三

書
・
読
・
伝

１
・
１
・
２

関
・
書
・
読
・
言

記 48.2 -1.0 13.8 1.4

Ｂ

話のあらすじを学級の友達
にどのように説明するかを
書く

相手に的確に伝わ
るように、あらす
じを捉えて書く

ロボットに期待することを
述べて発表をまとめる際の
話の進め方として適切なも
のを選択する

全体と部分との関
係に注意して相手
の反応を踏まえな
がら話す

グラフから分かることにつ
いて文章中で説明している
ものとして適切なものを選
択する

文章とグラフとの
関係を考えながら
内容を捉える

複数の辞書を引用して「天
地無用」の意味を示す効果
として適切なものを選択す
る

文章の構成や展開
について自分の考
えをもつ

二人の質問の意図として適
切なものを選択する

質問の意図を捉え
る

二人に続いてする質問を書
く

話の展開に注意し
て聞き、必要に応
じて質問する

場面の展開や登場
人物の描写に注意
して読み、内容を
理解する

登場人物の言動の
意味などを考え、
内容の理解に役立
てる

「天地無用」という言葉を
誤った意味で解釈してしま
う人がいる理由を書く

目的に応じて文章
を読み、内容を整
理して書く

登場人物についての説明と
して適切なものを選択する

文章中の表現について語っ
た人物として適切なものを
選択する
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Ｂ１一 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 

グラフから分かることについて文章中で説明しているものとして適切な

ものを選択する 

県 差 

45.7 -0.2 

Ｂ２三 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 

ロボットに期待することを述べて発表をまとめる際の話の進め方として

適切なものを選択する 

県 差 

51.3 -3.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
正
答
は
３
で
あ
る
が
、
本
県
で
は
１
を
選
ん
だ
生
徒
の
割
合
（
類
型
１
）
も
四
一
．
二
％
に
の
ぼ

り
、
正
答
率
と
ほ
ぼ
拮
抗
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
解
答
し
た
生
徒
は
、
文
章
の
「
全

体
で
は
」
と
い
う
表
現
で
始
ま
る
段
落
と
《
全
体
》
の
グ
ラ
フ
、
文
章
の
「
年
齢
別
に
見
る
と
」

と
い
う
表
現
で
始
ま
る
段
落
と
《
年
代
別
》
の
グ
ラ
フ
を
そ
れ
ぞ
れ
結
び
付
け
な
が
ら
読
み
、

内
容
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
Ａ
５
二
と
本
設
問
と
も
に
誤
答
で
あ
っ
た
生
徒
の
割
合
は
、
全
国
で
二
三
．
七
％
で
あ
る
。
文

章
と
図
表
な
ど
と
を
関
連
さ
せ
て
内
容
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
グ
ラ
フ
や
図
表
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
を
読
む
際
に
は
、
文
章
の

構
成
や
展
開
を
適
切
に
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
表
な
ど
が
文
章
の
ど
の
部
分
と
関
連
し
て
い

る
の
か
を
捉
え
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

一 

【
資
料
】
の
《
年
代
別
》
の
「 

 

◆ 

（
イ
）
上
下
を
気
に
し
な
い
で
よ
い
」
の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
こ
と
に
つ
い
て
、
文
章
中
で
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
か
。
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
う
ち
、
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

１  

線
部
➀
「
本
来
の
意
味
で
は
な
い
（
イ
）『
上
下
を
気
に
し
な
い
で
よ
い
』
を
選
ん
だ
人
の
割
合
（
２
９
・
２
％
）」 

 

２  

線
部
➁
「『
分
か
ら
な
い
』
と
回
答
し
た
人
が
１
割
弱
」 

３  

線
部
➂
「
ど
の
年
代
で
も
４
人
に
１
人
以
上
の
割
合
で
、
本
来
と
は
逆
の
意
味
で
考
え
て
い
る
」 

４  

線
部
➃
「
反
対
の
意
味
だ
と
考
え
て
い
る
人
と
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
を
合
わ
せ
る
と
４
割
近
い
」 

○
正
答
は
１
で
あ
る
が
、
２
を
選
ん
だ
生
徒
の
割
合
（
類
型
２
）
は
二
三
．
一
％
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
解
答
し
た
生
徒
は
、【
資
料
】
の
中
の
３
の
情
報
を
取
り
上
げ
な
が
ら
発
表
を
ま

と
め
る
こ
と
が
、
目
的
に
合
っ
た
適
切
な
話
の
進
め
方
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
て
い
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
４
を
選
ん
だ
生
徒
（
類
型
４
、
十
三
．
七
％
）
は
、
聞
き
手
の
反

応
を
踏
ま
え
て
話
す
こ
と
に
つ
い
て
の
意
識
は
あ
る
が
、「
ロ
ボ
ッ
ト
に
期
待
す
る
こ
と
」

を
発
表
す
る
と
い
う
目
的
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
説
明
や
発
表
な
ど
を
す
る
際
に
は
、
話
の
全
体
と
し
て
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
そ
れ

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
各
部
分
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
か
を
考
え
る
よ
う

に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
聞
き
手
の
反
応
か
ら
、
話
の
受
け
止
め
方
や
理

解
の
状
況
を
捉
え
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
話
す
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。 

三 

山
川
さ
ん
は
、
最
後
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
期
待
す
る
こ
と
を
述
べ
て
発
表
を
ま
と
め
ま
す
。
山
川
さ
ん
の
話
の
進
め
方
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、 

次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

１ 

こ
れ
ま
で
話
し
て
き
た
内
容
や
聞
き
手
と
の
や
り
と
り
を
踏
ま
え
た
上
で
、【
資
料
】
の
中
の
３
の
情
報
を
取
り
上
げ
な
が
ら
発
表
を
ま
と
め
る
。

２ 

聞
き
手
と
の
や
り
と
り
を
通
し
て
生
ま
れ
た
新
た
な
考
え
を
も
と
に
、
【
資
料
】
の
中
の
１
と
２
の
情
報
を
使
っ
て
発
表
を
ま
と
め
る
。 

３ 

こ
れ
ま
で
話
し
て
き
た
内
容
や
聞
き
手
と
の
や
り
と
り
は
踏
ま
え
ず
に
、【
資
料
】
の
中
の
３
の
情
報
を
使
っ
て
発
表
を
ま
と
め
る
。 

４ 

聞
き
手
と
の
や
り
と
り
の
内
容
を
受
け
て
話
の
方
向
を
転
換
し
、【
資
料
】
の
中
の
３
の
情
報
に
触
れ
ず
に
発
表
を
ま
と
め
る
。 
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Ａ８ 

四２ 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 

慣用句「心を打たれた」を文末に用いた一文を、主語を明らかにし、「誰

(何)の」「どのようなこと」に「心を打たれた」のかが分かるように書

く 

県 差 

21.2 -1.1 

中学校・国語【課題の⾒られた設問の例】 

Ａ５二 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 

新聞紙の製造工程の一部を言い表したものとして適切なものを選択

する 

県 差 

59.4 -0.1 

※「差」は、全国平均との差を示している。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

○
平
成
二
十
七
年
度
調
査
で
は
、「
文
の
中
に
お
け
る
主
語

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
」
問
題
【
小

学
校
Ａ
２
一
】
に
課
題
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て

出
題
さ
れ
た
こ
の
設
問
「
目
的
に
応
じ
て
文
の
成
分
の
順

序
や
照
応
、
構
成
を
考
え
て
適
切
な
文
を
書
く
」
の
正
答

率
は
千
葉
二
一
．
二
％
、
全
国
二
二
．
三
％
で
あ
っ
た
。

今
回
の
結
果
か
ら
、
文
の
中
に
お
け
る
主
語
を
捉
え
た
り
、

主
語
を
明
示
し
な
が
ら
適
切
に
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
に

引
き
続
き
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
本
県
で
は
、
慣
用
句
の
意
味
を
理
解
し
、「
誰(

何)

」
の

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
」
に
「
心
を
打
た
れ
た
」
の
か
が
分

か
る
よ
う
に
書
き
な
が
ら
も
、
主
語
を
明
確
に
し
て
書
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒
の
割
合
（
類
型
５
）
は
六
四
．

一
％
で
あ
る
。 

な
お
、
今
回
の
【
小
学
校
Ａ
５
】
の
結
果
を
み
る
と
、

小
学
校
に
お
い
て
も
主
語
と
述
語
の
照
応
の
理
解
に
つ

い
て
は
依
然
と
し
て
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

○
文
を
書
く
際
に
は
、
文
の
成
分
の
順
序
や
主
語
と
述
語
の

照
応
な
ど
を
整
え
、
伝
え
た
い
こ
と
が
相
手
に
適
切
に
伝

わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
常
に
吟
味
す
る
よ
う
に

指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

四 

次
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

１ 

次
の
言
葉
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
１ 

か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 

心
を
打
た
れ
る 

 
 

 

１ 

遠
慮
す
る
。 

 

２ 

感
動
す
る
。 

 

３ 

一
つ
の
こ
と
に
集
中
す
る
。 

 

４ 

あ
れ
こ
れ
と
心
配
す
る
。 

 

２ 

「
心
を
打
た
れ
た
。
」
を
文
末
に
用
い
た
一
文
を
書
き 

な
さ
い
。
な
お
、「
心
を
打
た
れ
た
」
の
主
語
を
明
ら
か 

に
し
た
上
で
、
「
誰
（
何
）
」
の
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
」 

に
「
心
を
打
た
れ
た
」
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
書
く
こ 

と
。 

○
正
答
は
３
で
あ
る
が
、
本
県
で
は
２
を
選
ん
だ
生
徒
の
割
合
（
類
型
２
）
も
二
六
．
九
％
で
あ
っ
た
。

こ
の
文
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
の
説
明
の
後
に
、「（
粗
選
工
程
）」
の
よ
う
に
工
程
名
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、「
脱
墨
工
程
」
に
つ
い
て
は
、「
…
…
脱
墨
工
程
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
空
気
を
吹

き
込
ん
で
泡
を
た
て
、
泡
に
イ
ン
ク
や
異
物
を
吸
着
さ
せ
て
取
り
除
く
も
の
で
す
。」
と
い
う
よ
う

に
分
け
書
き
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
上
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
図
表
㋐
の

「
泡
に
イ
ン
ク
や
異
物
を
吸
着
さ
せ
て
取
り
除
く
」
の
「
異
物
」
と
い
う
部
分
と
、
文
章
の
「
古
紙

の
異
物
を
取
り
除
き
（
粗
選
工
程
）」
の
「
異
物
」
と
い
う
部
分
と
を
結
び
付
け
て
捉
え
た
生
徒
も

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
図
表
が
文
章
の
ど
の
部
分
と
関
連
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
図
表
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
文

章
の
内
容
を
捉
え
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
図
表
が
必
要
か
を
考
え
た
り
す
る
な
ど
の
学
習
活
動
が

必
要
で
あ
る
。 

二 

【
新
聞
紙
の
製
造
工
程
】
の
㋐
「
泡
に
イ
ン
ク
や
異
物
を
吸
着
さ
せ
て
取
り
除
く
」
は
、
ど
の
製
造
工
程
に
あ
た
り
ま

す
か
。
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
う
ち
、
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

１ 

離
解
工
程 

２ 

粗
選
工
程 

３ 

脱
墨
工
程 

４ 

脱
水
工
程 

－ 24 － － 25 －
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Ｂ１一 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 

グラフから分かることについて文章中で説明しているものとして適切な

ものを選択する 

県 差 

45.7 -0.2 

Ｂ２三 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 

ロボットに期待することを述べて発表をまとめる際の話の進め方として

適切なものを選択する 

県 差 

51.3 -3.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
正
答
は
３
で
あ
る
が
、
本
県
で
は
１
を
選
ん
だ
生
徒
の
割
合
（
類
型
１
）
も
四
一
．
二
％
に
の
ぼ

り
、
正
答
率
と
ほ
ぼ
拮
抗
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
解
答
し
た
生
徒
は
、
文
章
の
「
全

体
で
は
」
と
い
う
表
現
で
始
ま
る
段
落
と
《
全
体
》
の
グ
ラ
フ
、
文
章
の
「
年
齢
別
に
見
る
と
」

と
い
う
表
現
で
始
ま
る
段
落
と
《
年
代
別
》
の
グ
ラ
フ
を
そ
れ
ぞ
れ
結
び
付
け
な
が
ら
読
み
、

内
容
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
Ａ
５
二
と
本
設
問
と
も
に
誤
答
で
あ
っ
た
生
徒
の
割
合
は
、
全
国
で
二
三
．
七
％
で
あ
る
。
文

章
と
図
表
な
ど
と
を
関
連
さ
せ
て
内
容
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
グ
ラ
フ
や
図
表
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
を
読
む
際
に
は
、
文
章
の

構
成
や
展
開
を
適
切
に
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
表
な
ど
が
文
章
の
ど
の
部
分
と
関
連
し
て
い

る
の
か
を
捉
え
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

一 

【
資
料
】
の
《
年
代
別
》
の
「 

 

◆ 

（
イ
）
上
下
を
気
に
し
な
い
で
よ
い
」
の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
こ
と
に
つ
い
て
、
文
章
中
で
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
か
。
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
う
ち
、
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

１  

線
部
➀
「
本
来
の
意
味
で
は
な
い
（
イ
）『
上
下
を
気
に
し
な
い
で
よ
い
』
を
選
ん
だ
人
の
割
合
（
２
９
・
２
％
）」 

 

２  

線
部
➁
「『
分
か
ら
な
い
』
と
回
答
し
た
人
が
１
割
弱
」 

３  

線
部
➂
「
ど
の
年
代
で
も
４
人
に
１
人
以
上
の
割
合
で
、
本
来
と
は
逆
の
意
味
で
考
え
て
い
る
」 

４  

線
部
➃
「
反
対
の
意
味
だ
と
考
え
て
い
る
人
と
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
を
合
わ
せ
る
と
４
割
近
い
」 

○
正
答
は
１
で
あ
る
が
、
２
を
選
ん
だ
生
徒
の
割
合
（
類
型
２
）
は
二
三
．
一
％
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
解
答
し
た
生
徒
は
、【
資
料
】
の
中
の
３
の
情
報
を
取
り
上
げ
な
が
ら
発
表
を
ま

と
め
る
こ
と
が
、
目
的
に
合
っ
た
適
切
な
話
の
進
め
方
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
て
い
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
４
を
選
ん
だ
生
徒
（
類
型
４
、
十
三
．
七
％
）
は
、
聞
き
手
の
反

応
を
踏
ま
え
て
話
す
こ
と
に
つ
い
て
の
意
識
は
あ
る
が
、「
ロ
ボ
ッ
ト
に
期
待
す
る
こ
と
」

を
発
表
す
る
と
い
う
目
的
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
説
明
や
発
表
な
ど
を
す
る
際
に
は
、
話
の
全
体
と
し
て
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
そ
れ

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
各
部
分
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
か
を
考
え
る
よ
う

に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
聞
き
手
の
反
応
か
ら
、
話
の
受
け
止
め
方
や
理

解
の
状
況
を
捉
え
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
話
す
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。 

三 

山
川
さ
ん
は
、
最
後
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
期
待
す
る
こ
と
を
述
べ
て
発
表
を
ま
と
め
ま
す
。
山
川
さ
ん
の
話
の
進
め
方
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、 

次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

１ 

こ
れ
ま
で
話
し
て
き
た
内
容
や
聞
き
手
と
の
や
り
と
り
を
踏
ま
え
た
上
で
、【
資
料
】
の
中
の
３
の
情
報
を
取
り
上
げ
な
が
ら
発
表
を
ま
と
め
る
。

２ 

聞
き
手
と
の
や
り
と
り
を
通
し
て
生
ま
れ
た
新
た
な
考
え
を
も
と
に
、
【
資
料
】
の
中
の
１
と
２
の
情
報
を
使
っ
て
発
表
を
ま
と
め
る
。 
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こ
れ
ま
で
話
し
て
き
た
内
容
や
聞
き
手
と
の
や
り
と
り
は
踏
ま
え
ず
に
、【
資
料
】
の
中
の
３
の
情
報
を
使
っ
て
発
表
を
ま
と
め
る
。 

４ 
聞
き
手
と
の
や
り
と
り
の
内
容
を
受
け
て
話
の
方
向
を
転
換
し
、【
資
料
】
の
中
の
３
の
情
報
に
触
れ
ず
に
発
表
を
ま
と
め
る
。 
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問題の概要・趣旨 正答率（％） 
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新聞紙の製造工程の一部を言い表したものとして適切なものを選択

する 
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59.4 -0.1 

※「差」は、全国平均との差を示している。 
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で
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文
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け
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捉
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２
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踏
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．
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．
三
％
で
あ
っ
た
。

今
回
の
結
果
か
ら
、
文
の
中
に
お
け
る
主
語
を
捉
え
た
り
、

主
語
を
明
示
し
な
が
ら
適
切
に
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
に

引
き
続
き
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
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．

一
％
で
あ
る
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５
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さ
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葉
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な
も
の
を
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と
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か
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４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
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．
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入
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。
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取
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。
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え
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が
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図
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「
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取
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異
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と
、
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「
古
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の
異
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取
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異
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」
と
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部
分
と
を
結
び
付
け
て
捉
え
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生
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と
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え
ら
れ
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○
図
表
が
文
章
の
ど
の
部
分
と
関
連
し
て
い
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か
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表
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に
つ
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て
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え
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り
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文

章
の
内
容
を
捉
え
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め
に
ど
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よ
う
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図
表
が
必
要
か
を
考
え
た
り
す
る
な
ど
の
学
習
活
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が

必
要
で
あ
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【
新
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㋐
「
泡
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異
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く
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は
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た
り
ま

す
か
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次
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か
ら
４
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う
ち
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適
切
な
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の
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一
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選
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い
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解
工
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工
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脱
墨
工
程 
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脱
水
工
程 
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③ 成果と課題 

 

全
体
的
な
状
況 

成果 

◇ 知識（Ａ問題）、活用（Ｂ問題）ともに全国と同程度である。 

◇ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域は、昨年度は全国を下回ってい

たが、改善が見られ、全国と同程度である。 

◇ 読書をしている生徒の割合は、全国をやや上回る状況が続いている。 

課題 

◆ 「短答式」「記述式」の設問が全国をやや下回っている。 

◆ 目的に応じて文章を読む際、情報を整理し内容を的確に捉えることに課題がある。 

◆ 生徒質問紙において「文章などで解答する問題を最後まで書こうと努力した」と回

答した生徒の割合は、全国より低い傾向が続き、昨年度よりも低下した。 

 

話すこと 

聞くこと 

◇ 話の論理的な構成や展開などに注意して聞いたり【Ａ１一】、必要に応じて質問したり

すること【Ｂ２二】は全国と同程度であり、相当数の生徒が理解できている。 

◆ 話し合いの話題や方向を捉えて的確に話したり【Ａ６二】、全体と部分との関係に注意

して相手の反応を踏まえながら話したりすること【Ｂ２三】（千葉51.3％、全国54.6％）

に課題がある。 

書くこと 

◇ 事柄のまとまりや順序を考えて文章を構成することは相当数の生徒が理解できている

【Ａ２一】。 

◆ 伝えたい事実や事柄が相手に分かりやすく伝わるように書くことに課題がある【Ａ２二】。 

◆ 文の成分の順序や照応、構成を考えて適切な文を書くことに課題がある【Ａ８四２】。 

読むこと 

◇ 場面の展開や登場人物の描写に注意して読み、内容を理解することは、調査対象学年

の平成２７年度小学校国語Ａ問題(千葉68.5%)からの推移をみると、身に付いてきてい

ると考えられる【Ａ３二、Ｂ３一】。 

◆ 情報を整理して内容を的確に捉えることに課題があり、特に文章とグラ 

フやメモなど複数の資料を読み合わせて必要な情報を捉えること【Ａ５ 

二】【Ｂ１一、三】に課題がある。図表が示された文章を読む際には、文章の構

成や展開を捉えながら、図表が文章のどの部分と関連しているのかを確認するなどし

て、書き手の伝えたいことをより的確に読み取るように指導することが大切である。 

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項 

◇ 文脈に即して漢字を正しく読むことは、できている【Ａ８二１、２、３】。 

◆ 語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うことについては、課題がある【Ａ８三エ、

オ、カ】。 

◆ 目的に応じて文の成分の順序や照応、構成を考えて適切な文を書くことに課題がある

【Ａ８四２】。調査対象学年の平成27年度小学校Ａ問題で見られた、主語と述語の照応の

理解についての課題が改善に至っていないと考えられる。なお、今回の小学校Ａ５問題

にも同じ課題が見られ、「書くこと」との関連を図りつつ指導することが必要である。 

その他 

◇ 生徒質問紙において、【１５】「普段どのくらいの時間、読書をするか」(千葉32.7％、

全国30.9％)について、１日当たり30分を超える回答をした生徒の割合は、全国をや

や上回っており、読書に親しんでいるようすがうかがえる。  

◆ 学校質問紙において、【６２】「家庭学習の取組として、調べたり文章を書いたりして

くる宿題を与えたか」(千葉66.1％、全国73.7％)について、肯定的回答の割合が全国

より低い。【７８】「言語活動について、国語科だけでなく学校全体で取り組んでいる

か」(千葉86.6％、全国90.7％)では、肯定的回答の割合は全国よりやや低く、全国と

同程度の結果を示した小学校(千葉/全国ともに94.2％)よりも低い。 
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授業アイディア例 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成３０年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 
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の
構

成
シ

ー
ト

」
を

作
成

し
，

発
表

の
内

容
や

質
問

を
受

け
る

タ
イ

ミ
ン

グ
な

ど
を

考
え

る
。

❹
 　

グ
ル

ー
プ

内
で

発
表

す
る

。
聞

き
手

は
「

話
の

構
成

シ
ー

ト
」

を
手

元
に

置
き

，
特

に
聞

き
た

い
と

思
っ

た
事

柄
な

ど
を

意
識

し
な

が
ら

発
表

を
聞

く
。

❷
　

各
自

で
必

要
な

情
報

を
集

め
る

。

…
…

と
い

う
の

が
，

宇
宙

飛
行

士
の

仕
事

内
容

で
す

。
　

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

何
か

質
問

は
あ

り
ま

す
か

。
Ｂ

さ
ん

は
，

い
か

が
で

す
か

。

　
宇

宙
飛

行
士

は
，

地
上

で
は

日
々

訓
練

や
講

演
活

動
な

ど
を

行
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

，
宇

宙
飛

行
士

は
宇

宙
開

発
の

更
な

る
発

展
の

た
め

に
，

様
々

な
仕

事
を

行
っ

て
い

ま
す

。
大

変
だ

け
れ

ど
，

人
類

の
未

来
に

つ
な

が
る

と
て

も
や

り
が

い
の

あ
る

仕
事

だ
と

言
え

ま
す

。

　
宇

宙
飛

行
士

の
宇

宙
空

間
で

の
仕

事
内

容
は

分
か

り
ま

し
た

が
，

地
上

で
は

ど
の

よ
う

な
仕

事
を

し
て

い
る

の
で

す
か

。

教
師

B
さ

ん

B
さ

ん

C
さ

ん

A
さ

ん

　
【

最
も

伝
え

た
い

こ
と

】
を

端
的

に
示

し
た

上
で

，
話

の
構

成
が

分
か

る
よ

う
に

見
出

し
を

書
き

ま
し

ょ
う

。
ま

た
，

聞
き

手
に

問
い

か
け

た
り

質
問

を
受

け
た

り
す

る
タ

イ
ミ

ン
グ

に
つ

い
て

も
考

え
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
作

成
し

た
「

話
の

構
成

シ
ー

ト
」

は
，

次
の

時
間

，
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

配
付

し
ま

す
。

　
Ａ

さ
ん

の
発

表
の

「
宇

宙
飛

行
士

の
仕

事
内

容
」

に
つ

い
て

詳
し

く
知

り
た

い
な

。

〔
Ａ
さ
ん
が
作
成
し
た「
話
の
構
成
シ
ー
ト
」
の
例
〕

〔「
３
　
宇
宙
飛
行
士
の
仕
事
内
容
」
を
話
し
終
え
た
後
の
場
面
の
例
〕

〔
Ａ
さ
ん
の
発
表
を
聞
く
直
前
の
B
さ
ん
の
様
子
の
例
〕

　
 Ｂ

さ
ん

が
首

を
か

し
げ

て
い

る
な

。
事

前
に

考
え

て
い

た
と

お
り

，
「

２
　

私
が

心
を

打
た

れ
た

宇
宙

飛
行

士
の

言
葉

」
の

説
明

の
後

で
質

問
を

受
け

て
み

た
の

だ
け

れ
ど

，
こ

こ
で

も
う

一
度

聞
い

て
み

よ
う

か
な

。

第
１
時

第
2
時

第
3
時

ⅢT
Y

P
E

（
言

語
活

動
）　

「
様

々
な

職
業

の
魅

力
」

と
い

う
テ

ー
マ

に
沿

っ
て

，調
べ

た
こ

と
や

考
え

た
こ

と
を

発
表

す
る

。

　
各

自
で「

話
の

構
成

シ
ー

ト
」

を
作

成
す

る
。

　
　

 （
第

２
時

）
　

グ
ル

ー
プ

内
で

発
表

を
行

う
と

と
も

に
，

そ
の

振
り

返
り

を
行

う
。

　
振

り
返

っ
た

内
容

を
基

に
，

各
自

で
そ

れ
ぞ

れ
の

発
表

を
見

直
す

。
　

　
　

　
 （

第
３

時
）

　
グ

ル
ー

プ
を

変
え

て
発

表
を

行
う

と
と

も
に

，
そ

の
振

り
返

り
を

行
う

。
　

学
習

を
振

り
返

る
。 （
第

４
時

）

学
習
の
流
れ

１
　
宇
宙
飛
行
士
に
着
目
し
た
き
っ
か
け

２
　
私
が
心
を
打
た
れ
た
宇
宙
飛
行
士
の
言
葉

３
　
宇
宙
飛
行
士
の
仕
事
内
容

４
　
私
が
考
え
る
宇
宙
飛
行
士
の
魅
力

【
最

も
伝

え
た

い
こ

と
】

　
宇
宙
飛
行
士
は
人
類
の
未
来
に
つ
な
が
る

と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
あ
る
。

　
「

様
々

な
職

業
の

魅
力

」
と

い
う

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
，

調
べ

た
こ

と
や

考
え

た
こ

と
を

発
表

す
る

た
め

の
学

習
の

見
通

し
を

も
つ

。
　

各
自

で
必

要
な

情
報

を
集

め
る

。
（

第
１

時
）

7

❼
　

グ
ル

ー
プ

を
変

え
て

発
表

す
る

。

❽
　

❼
の

発
表

を
グ

ル
ー

プ
で

振
り

返
る

。

❾
　

学
習

を
振

り
返

る
。

❻
　

❺
で

振
り

返
っ

た
内

容
を

基
に

，
各

自
で

「
話

の
構

成
シ

ー
ト

」
や

質
問

を
受

け
る

タ
イ

ミ
ン

グ
な

ど
を

見
直

す
。

参
照
▶
「
平
成
30
年
度
　
報
告
書
　
中
学
校
　
国
語
」　
P
.7
3
～
P
.7
7，
　「
平
成
30
年
度
　
解
説
資
料
　
中
学
校
　
国
語
」　
P
.6
2
～
P
.6
7

　
１

回
目

の
発

表
で

，
聞

き
手

か
ら

宇
宙

飛
行

士
の

地
上

で
の

仕
事

内
容

に
つ

い
て

の
質

問
が

あ
っ

た
の

で
，

２
回

目
で

は
，

そ
の

説
明

を
加

え
て

発
表

し
た

と
こ

ろ
，

Ｄ
さ

ん
や

Ｅ
さ

ん
が

う
な

ず
き

な
が

ら
聞

い
て

く
れ

ま
し

た
。

聞
き

手
の

反
応

を
踏

ま
え

な
が

ら
話

し
た

方
が

，
伝

え
た

い
こ

と
を

効
果

的
に

伝
え

ら
れ

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。

…
…

宇
宙

飛
行

士
は

地
上

で
何

を
し

て
い

る
の

か
疑

問
を

も
た

れ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

宇
宙

飛
行

士
は

，
地

上
で

は
日

々
訓

練
や

講
演

活
動

な
ど

を
行

っ
て

い
ま

す
。

B
さ

ん
A

さ
ん

C
さ

ん

D
さ

ん
E

さ
ん

A
さ

ん

A
さ

ん

〔「
３
　
宇
宙
飛
行
士
の
仕
事
内
容
」
を
話
し
終
え
た
後
の
場
面
の
例
〕

　
み

ん
な

う
な

ず
き

な
が

ら
聞

い
て

く
れ

て
い

る
な

。
こ

の
ま

ま
，

話
の

ま
と

め
に

入
っ

て
も

よ
さ

そ
う

だ
な

。

第
4
時

振
り

返
り

の
観

点
の

例
●

 相
手

の
反

応
を

踏
ま

え
て

，
聞

き
手

に
問

い
か

け
た

り
質

問
を

促
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
た

か
。

●
 聞

き
手

と
の

や
り

と
り

を
生

か
し

て
，

【
最

も
伝

え
た

い
こ

と
】

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
た

か
。

ポ
イ
ン
ト

　
話

の
ま

と
め

方
に

つ
い

て
で

す
が

，
Ｂ

さ
ん

の
質

問
を

受
け

て
，

宇
宙

飛
行

士
の

仕
事

の
大

変
さ

を
強

調
し

な
が

ら
，

そ
の

魅
力

を
ま

と
め

て
い

た
の

で
，

と
て

も
分

か
り

や
す

か
っ

た
で

す
。

　
「

宇
宙

飛
行

士
の

仕
事

内
容

」
の

説
明

を
聞

い
て

い
る

と
き

に
，

宇
宙

飛
行

士
の

地
上

で
の

仕
事

内
容

が
気

に
な

り
ま

し
た

。
Ａ

さ
ん

が
，

そ
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

質
問

を
受

け
付

け
て

く
れ

て
よ

か
っ

た
で

す
。

　
「

３
　

宇
宙

飛
行

士
の

仕
事

内
容

」
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
と

き
に

，
Ｂ

さ
ん

が
首

を
か

し
げ

て
い

た
の

で
，

そ
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

質
問

を
受

け
て

み
ま

し
た

。
ま

た
，

そ
こ

で
や

り
と

り
し

た
内

容
を

生
か

し
て

話
を

ま
と

め
て

み
た

の
で

す
が

，
ど

う
で

し
た

か
。

 分
か

り
ま

し
た

。

※
　
❹
，
❺
を
繰
り
返
し
，
グ
ル
ー
プ
内
の
全
員
の
発
表
と
そ
の
振
り
返
り
を
行
う
。

※
　
❼
，
❽
を
繰
り
返
し
，
グ
ル
ー
プ
内
の
全
員
の
発
表
と
そ
の
振
り
返
り
を
行
う
。

  本
授

業
ア

イ
デ

ィ
ア

例
   

 活
用

の
ポ

イ
ン

ト
!

●
  　

「
平

成
27

年
度

【
中

学
校

】
授

業
ア

イ
デ

ィ
ア

例
」

P.
５

～
P.

６
「

テ
ー

マ
を

決
め

て
，

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
対

決
を

し
よ

う
」

と
関

連
さ

せ
て

指
導

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
，

必
要

な
情

報
を

集
め

る
際

に
は

，
「

平
成

25
年

度
【

中
学

校
】

授
業

ア
イ

デ
ィ

ア
例

」
P.

９
～

P.
10

「
『

世
界

遺
産

』
の

資
料

に
，

新
た

な
情

報
を

プ
ラ

ス
し

よ
う

」
，

「
平

成
28

年
度

【
中

学
校

】
授

業
ア

イ
デ

ィ
ア

例
」

P.
７

～
P.

８
「

興
味

を
も

っ
た

り
疑

問
に

思
っ

た
り

し
た

こ
と

に
つ

い
て

調
べ

よ
う

」
も

参
考

に
な

る
。

●
  　

他
教

科
等

の
学

習
で

取
り

扱
っ

た
題

材
な

ど
を

用
い

て
学

習
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

●
  　

国
語

科
で

学
習

し
た

発
表

の
仕

方
や

質
問

の
仕

方
を

，
他

教
科

等
の

学
習

に
生

か
す

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。

❺
　

❹
の

発
表

を
グ

ル
ー

プ
で

振
り

返
る

。

　
こ

の
よ

う
に

，
宇

宙
飛

行
士

は
宇

宙
開

発
の

更
な

る
発

展
の

た
め

に
，

様
々

な
仕

事
を

行
っ

て
い

ま
す

。
大

変
だ

け
れ

ど
，

人
類

の
未

来
に

つ
な

が
る

と
て

も
や

り
が

い
の

あ
る

仕
事

だ
と

言
え

ま
す

。
…

…
宇

宙
飛

行
士

の
魅

力
が

分
か

っ
て

い
た

だ
け

た
で

し
ょ

う
か

。
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－ 26 － － 27 －


